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介 入 意 図
A A＜ B レベルアップ ○ ぉ
B
B 遊びの続行 ○ ぉ
B＜ C レベルアップ ぉ ○
A・B
A＜ B レベルアップ ○ ぉ











注１．状態 Aは何もしていない状態，状態 Bはひとり遊び，状態 Cは仲間遊びを示す。
注２．○は目標に対して有効と予想される方略，ぉは有効でないと予想される方略を示す。
─ ─168









事 例 対象児（月齢・入園時期） 対象保育者（経験年数） 所属園 観察時期
事例１ ようた（男児51ヵ月・51ヵ月） 女性保育者（15年） A保育園 1998年～1999年
事例２ さきこ（女児48ヵ月・12ヵ月） 女性保育者（10年） A保育園 1999年～2000年




介 入 の み 幼児の意図の実現や意図の制御など，直接的な方向づけをする
（例：ブランコを勢いよくこいでいる幼児に「スピード出しすぎ！」という；ブ
ランコのそばにいる幼児に「『ブランコ貸して』ってゆってごらん」という）
























































































Table 4 セッション１の状態 Aにおける方略の受入れ率（％）
セッション1-1 セッション1-2 セッション1-3
平均 方略内訳 平均 方略内訳 平均 方略内訳
ようた 41.2 （ 0，11.8，29.4） 56.3 （ 0，12.5，43.8） 0 （ 0， 0， 0）
さきこ 38.5 （27.6， 0，17.2） 50.0 （25.0， 0，25.0） 62.5 （25.0， 0，37.5）















が出現し，状態 Bと状態 Cが優勢になった。ここでの状態 Bの減少は，状態 Cの増加に
関連がある。これ以降若干の変動はあるが，状態 Cは２割から３割台を保っている。セッ
ション３では状態間の差が小さくなる。状態 Cが一定の割合を維持するのに対し，状態 A
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